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二
月
十
六
日
（
土
）
、
山
口
県
周
南
市
で
行
わ
れ
た
山
口

県
教
職
員
団
体
連
合
会
主
催
の
教
職
員
の
資
質
向
上
講
座

に
、
島
教
協
石
原
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。
「
教
師
力
、
そ

し
て
学
校
力
の
向
上
へ
」
と
題
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
の
向

山
洋
一
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
三
百
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
る
ほ
ど
の
盛
会
で
あ
っ
た
。
「
二
、
三
分
で
で

き
る
こ
と
を
学
ん
で
い
な
い
」
と
い
う
向
山
氏
の
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。 

 

来
年
度
も
島
根
県
教
育
文
化
研
究
所
は
、
会
員
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
参
加
し
た
く
な
る
講
演
会
を
企
画
し
て
い
く
。 

新規事業 県内小中学校に非常勤講師40人を配置 
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二
十
年
度
予
算 

七
年
連
続
減
額 

 

県
は
、
平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
案
を
二
月
十
四
日
に
発
表
し

た
。
予
算
規
模
は
、
前
年
度
比
一
．
九
％
減
で
、
六
月
補
正
後
比

三
．
〇
％
減
と
な
り
、
戦
後
初
の
七
年
連
続
減
と
な
っ
た
。 

 

平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
案
は
、
昨
年
溝
口
善
兵
衛
知
事
が
平
成

二
十
九
年
度
の
収
支
均
衡
を
目
指
し
て
策
定
し
た
「
財
政
健
全
化
基

本
方
針
」
の
初
年
度
と
な
る
。 

  
教
育
に
つ
い
て
は
現
在
実
施
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
継
続
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。 

◎
「
特
別
な
支
援
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
配
置
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
に
こ
に
こ
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
」 

特
に
対
応
が
困
難
な
小
学
校
を
対
象
に
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
。 

◎
「
中
学
校
ク
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」 

必
要
性
の
高
い
大
規
模
校
に
非
常
勤
講
師
を
配
置
。 

◎
「
小
学
校
低
学
年
多
人
数
学
級
支
援
事
業 

 
 
 
 

（
ク
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
・
三
〇
人
学
級
編
制
事
業
）
」 

  

新
規
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

▼
「
学
び
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
事
業
」 

不
適
応
、
不
登
校
等
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学

校
の
内
、
自
学
教
室
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
個
別
に
指
導
を
行
っ
て

い
る
小
中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
四
十
人
配
置
。 

▼
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」 

学
校
と
地
域
と
の
連
携
協
力
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
地
域
を
あ
げ

て
学
校
を
支
援
す
る
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
形
態
の

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
。 

 

ま
た
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
重
点
配
分
と
し
て
、 

▽
「
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
事
業
」 

不
登
校
児
童
の
多
様
な
学
び
の
場
や
居
場
所
の
充
実
、
サ
ポ
ー
ト
強

化
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
併
設

す
る
若
松
分
校
内
に
医
療
と
連
携
し
た
教
育
相
談
窓
口
を
設
置
。 

 

申請忘れ 
 ありませんか？ 

 

島教協慶弔規定 

 

 ①結婚したとき 

  ５，０００円 

 ②子女誕生 

  ５，０００円 

 ③永年勤続30年 

  ５，０００円 

 ④病気見舞金 

  ５，０００円 

 (傷病休暇１ヶ月) 

 ⑤住宅災害見舞金 

   状況に応じて 

 

問い合わせ・申請は、

事務局までお願いしま

す。 

 
 

こ
の
他
、
継
続
事
業
と
し
て
、 

▽
「
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
」 

県
内
全
て
の
公
立
小
中
学
校
・
全
学
年
・
全
学
級
で
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
を
実
施
す
る
た
め
、
定
額
交
付
金
を
助
成
。 

  

島
教
協
と
し
て
は
、
予
算
案
縮
小
で
あ
る
が
、
教
育
は
未

来
へ
の
先
行
投
資
と
考
え
、
今
後
も
「
子
供
の
た
め
に
な
る

施
策
」
を
提
言
・
要
望
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
給

与
カ
ッ
ト
が
現
行
の
ま
ま
四
年
間
続
く
予
定
で
あ
る
が
、
教

職
員
の
勤
務
条
件
等
の
改
善
も
引
き
続
き
訴
え
て
い
く
考
え

で
あ
る
。 



 

奥出雲町立八川小学校 

 奥出雲町の一番奥に位

置しているのが八川小学

校です。校区内には、国

道 314 号 線 の「お ろ ち

ループ橋」、木次線を走

るトロッコ列車、延命水

に八川そばなど、名所が

多くあり、その自然と文

化環境を生かした教育活

動を行っています。 

 

10/19 奥出雲町教育研究

発表をしました。 

 

国語科 自分の思いを豊

かに表現する児童の育成 

～「読むこと」を中心に

して～ 

 

文
科
省
は
、
一
月
十
七
日
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を
受
け
、
二
月
十

五
日
（
金
）
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
科
及
び
中
学
校

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
案
を
公
表
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
約
三
十
年
ぶ
り

に
授
業
数
が
増
加
し
た
。 

 

【
改
訂
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
】 

 

○
教
育
基
本
法
改
正
等
で
明
確
と
な
っ
た
教
育
の
理
念
を
踏
ま
え
「
生 

 

 
 

き
る
力
」
を
育
成 

 

○
知
識
・
技
能
の
修
得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
の
バ 

 
 

ラ
ン
ス
を
重
視 

 

○
道
徳
教
育
や
体
育
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体 

 
 

を
育
成 

 

【
教
育
内
容
の
主
な
改
善
事
項
】 

 

∧
言
語
活
動
の
充
実
∨ 

 
 

国
語
科
に
お
い
て
読
み
書
き
な
ど
の
基
本
的
な
力
を
定
着
さ
せ
た
上 

 
 

で
、
各
教
科
等
に
お
い
て
記
録
、
説
明
、
論
述
、
討
論
と
い
っ
た
学 

 
 

習
活
動
を
充
実 

 

∧
理
数
教
育
の
充
実
∨ 

 
 

国
際
的
な
通
用
性
、
内
容
の
系
統
性
、
小
・
中
学
校
で
の
学
習
の
円 

 
 

滑
な
接
続
を
踏
ま
え
た
指
導
内
容
を
充
実 

 

∧
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
∨ 

 
 

国
語
科
で
の
古
典
、
社
会
科
で
の
歴
史
学
習
、
音
楽
科
で
の
唱
歌
・ 

 
 

和
楽
器
、
美
術
科
で
の
我
が
国
の
美
術
文
化
、
保
健
体
育
科
で
の
武 

 
 

道
の
指
導
な
ど
を
充
実 

 

∧
道
徳
教
育
の
充
実
∨ 

 
 

道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
、
全
教
師
が
協
力
し
て
道
徳
教
育
を 

 
 

展
開
す
る
こ
と
を
明
確
化 

 

∧
体
験
活
動
の
充
実
∨ 

 
 
 

 
 
 

授
業
時
数
増
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
案
公
表 

紹介文

受付中 

 

「
学
校
紹
介
文
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
学
校
・
地
域
の
紹

介
、
研
究
発
表
・
実
践
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
、
現
場
の
様
子
、
会
員
の
皆
様
の
様

子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
現
場
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

∧
外
国
語
教
育
の
充
実
∨ 

 
 

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
態
度
を
育
成
し
、
言
語
・
文
化
に
対
す 

 
 

る
理
解
を
深
め
る
た
め
ら
、
小
学
校
高
学
年
に
外
国
語
活
動
を
導
入
。 

 
 

中
学
校
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る
語
彙
数
を
充
実
す 

 
 

る
と
と
も
に
、
聞
く
・
話
す
・
書
く
を
総
合
的
に
行
う
学
習
指
導
を
充
実
。 

  

指
導
内
容
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
算
数
・
数
学
、
理
科
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一

年
か
ら
の
移
行
期
間
か
ら
内
容
を
追
加
し
て
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
具

体
的
な
内
容
や
必
要
な
事
業
時
数
の
確
保
、
教
材
の
提
供
の
方
途
な
ど
に
つ
い
て
今
後

検
討
が
成
さ
れ
る
。 

 

今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日 

幼
稚
園
教
育
要
領 

施
行 

 
 
 
 
 
 
 

四
月
一
日 

小
・
中
学
校
に
お
い
て
移
行
措
置
開
始 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日 

小
学
校
学
習
指
導
要
領
施
行 

 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日 

中
学
校
学
習
指
導
要
領
施
行 


